
か
っ
て
は
駐
車
場
で
あ
っ
た
所
に
住
宅

が
建
ち
始
め
、
そ
の
一
角
に
あ
っ
た
信
号

機
が
、
狭
い
歩
道
の
真
ん
中
に
２
月
初
め

ご
ろ
に
移
設
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
住
民
の
訴
え
を
聞
い
た
高
塚
新
田

自
治
会
長
も
、
現
状
の
改
善
を
関
係
者
に

要
望
し
た
そ
う
で
す
。

２
月
18
日
、
み
わ
前
県
議
と
住
民
が
松

戸
警
察
署
と
東
葛
飾
土
木
事
務
所
を
訪
問
。

警
察
署
に
要
望
書
（
裏
面
）
を
出
し
ま
し

た
。「
狭
い
歩
道
の
真
ん
中
に
な
ぜ
移
設
し

た
の
か
。
学
校
や
住
民
に
事
前
に
相
談
し

た
の
か
」
と
両
者
に
質
し
た
結
果
、
分
か
っ

た
こ
と
は
次
の
３
点
で
し
た
。

①
民
有
地
に
信
号
機
が
あ
る
の
は
ま
ず
い

の
で
、
２
月
上
旬
に
移
設
し
た
。

②
移
設
に
あ
た
り
、
学
校
や
町
会
関
係
者

に
は

相
談
し
て
い
な
い
。

③
「
し
か
し
指
摘
の
と
お
り
、
気
に
な
る

点
は
あ
る
」
と
県
も
認
識
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
開
発
業
者
・
警
察
・
松
戸
市
・

東
葛
飾
土
木
事
務
所
の
４
者
で
、
現
地
を

調
査
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
結
果
に
も
と

づ
く
報
告
（
詳
し
く
は
裏
面
）
が
要
望
を

出
し
た
住
民
に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ

に
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い

ま
す
。

○
信
号
機
に
接
す
る
民
有
地
に
、
斜
辺
長

２
ｍ
の
隅
切
り
を
設
け
、
誰
で
も
歩
け

る
よ
う
に
す
る
。

○
隅
切
り
部
が
民
有
地
で
あ
る
た
め
、
隅

切
り
部
に
は
信
号
機
を
移
設
で
き
な
い

が
、
官
民
境
ぎ
り
ぎ
り
に
信
号
柱
を
寄

せ
る
。
信
号
柱
に
あ
る
制
御
ボ
ッ
ク
ス
、

配
管
は
反
対
側
の
信
号
機
に
移
す
。
今

年
の
９
月
頃
に
信
号
機
を
移
設
す
る
。

４
月
22
日
、
う
つ
の
市
議
と
住
民
が
東

葛
飾
土
木
事
務
所
に
、「
隅
切
り
部
分
は
、

誰
で
も
歩
け
る
よ
う
に
す
る
」
点
に
つ
い

て
、
再
び
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
は
開

発
業
者
と
の
約
束
で
あ
る
こ
と
が
判
明
。

住
宅
が
購
入
さ
れ
た
以
降
は
保
証
さ
れ
て

お
ら
ず
、
ま
だ
安
心
は
で
き
な
い
状
態
で

す
。こ

の
点
も
含
め
て
、
こ
の
信

号
機
の
あ
る
歩
道
を
利
用
す
る

小
学
生
・
住
民
の
安
心
・
安
全

の
た
め
に
、
行
政
当
局
に
声
を

あ
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
30
年

前
、
中
学
生
の
交
通
事
故
に
よ

る
死
亡
を
契
機
に
で
き
た
こ
の

歩
道
。
悲
し
い
歴
史
を
繰
り
返

さ
な
い
た
め
に
も
‥
‥
。

２０１3年５・6月号外 日本共産党の活動と

見解を紹介します。

日本共産党松戸・鎌ヶ谷地区委員会 松戸市千駄堀1810‐2

高塚・秋山・紙敷後援会 連絡先３９１－５３５４（笹川）

狭い歩道の真ん中に信号機、何とかして ！
住民に相談もなく、移設するなんて!

この場所は、狭い歩道スレ

スレに大型ダンプが‥‥。

それに、県道２６４号線から

県道１８０号線に抜ける車道

の入口の角よ！。ここへ来る

までの方角によっては、いっ

たん車道に出て、信号機の

ボタンを押さなければならな

いことになるなんて‥‥。

（住民の声）

皆さまの、お声をお寄せ下さい

前県議会議員

みわ由美
松戸市議会議員

うつの史行



２０１３年 ２月１８日

松戸警察署署長 様

松戸市高塚新田 住民有志

高塚新田２８３・県道市川・柏線の信号機の移設のお願い

日ごろ、市民のためのご尽力に感謝を申し上げます。

つきましては、表記の件につき、現在建築中の不動産会社「タクト」様や千葉県東葛土木事務所

に経過を確認しましたところ、今年の２月の上旬に信号機を移設したとのこと。

わたしたちはこのことについて日頃交通安全に奮闘している警察署の対応、処置に非常に驚いて

います。

この場所は下記のような経過と住民の利用者が多いところです。

・当現場は３０年前、高塚団地在住の松戸５中の女子生徒の交通事故で死亡事故が発生、お亡く

なりになった親と当時の梨香台小学校ＰＴＡ、子ども会の役員が県庁に行き当時の川上知事に面

会し歩道の設置を要求し急きょわずかながら歩道ができました。

狭いながらも悲しい思いのある歩道です。

・梨香台小学校のスクールゾーンで登下校時、車両の制限をしている場所です。道路幅が狭く、現

在は高塚新田地域でもっとも事故の起こりやすい場所です。

ぜひ、早急に現場を確認して頂き善処をお願いいたします。

重ねて、住宅建築も進んでいます。まったなしの状況です。

以上

主要地方道市川柏線 松戸市高塚新田地先 信号機移設について

３月１５日、開発業者、警察、松戸市、東葛飾土木事務所の４者で現地立会し、下記のとおり、移設

に向けての方向性がでましたので報告します。

記

１、 隅切りは、斜辺長２ｍとする。財産は、個人持ちとするが誰でも歩けるよう解放する。（開発業

者）

２、 隅切り部が民地であるため、隅切り部への信号機の移設できないが官民境ぎりぎりに信号柱

を寄せる。信号柱にある制御ボックス、配管は反対側の信号機へ移設する。信号機移設工事

は、予算付く９月頃になる。（警察）

３、 横断歩道部の歩車道境界ブロックが切り下がっていないため、歩車道境界ブロックは撤去し、

高さを車道と同じ高さにし、緑色の薄層舗装で歩行部分を示す。工事は、歩道の高さが変わる

ことから信号機の基礎上面の高さも変わることとなるので、信号機移設工事と同時期に工事す

る。（東葛飾土木事務所）

４、 上記工事案を基に平成２５年４月より新体制で信号機移設向け、警察と東葛飾土木事務所

とで協議を開始し、詳細を詰めていく。

東葛飾土木事務所からの報告


